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通信機の分野では社会システムにおける情報通信サービス

の向上を日精Lた新製品と,システムの開発及び実用化が行

なわれた｡日本国有鉄道の旅布サービス向上の一一環としてシこ

成された音声応答装置による電話予約システムは,自宅など

のプッシュホンより指定券の予約を可能にするもので,情報

化時代の最先端をし-く画期的システムである｡新幹線関連で

は岡山+～博多区間用列車電話システムの現地据付及び調整を

完了し,また新幹線全区間の電気軌道設備状態を自動的に検

査測定できる電気軌道総合試験車用測定装置を受注した｡構

内電話交換機と電子計算機とを組み合わせてホテル業務の自

動化と省力化を図ったホテル情報システムが完成し,名{崖

ターミナルホテルで稼動中であり,電話交換機の高度な多機

能化として注目される｡輸出用交換機ではキプロス電気通信

公社に同国加入者と全世界加入者間でダイヤル自動発着信の

できる国際電話交換機を納入した｡福祉,環j尭保全など社会

の新ニーズに対応するものとして動作状態をランプ表示する

など､聴′迂が不自由な人でも使用できるファクシミリや,空

i巷周辺の航空機騒苦を監視するテレメータ システムを完成L

た｡画映像関連では,′ト形放送用ビデオ テープレコⅦダ,｢サ

チコン+を用いたカラーカメラのほか,カラ”静止画による各

種情報サービスが行なえる生活情報実験システムを完成した｡

電チ管関係の領域でも環境の変化に応じ技術進妓がもたらさ

れた｡この中には,省力化,省電力化,簡偵さを目指した偏ドー]

ヨmク付カラー′受像管,ヒータ予熱不要′受像管,低消費電力の

電十レンジ用マグネトロンシリーズの完成がある｡梶條並びに

ディスプレイ関連には,NHK総合技術研究所の接肋により

カルコゲン ガラスを用いた高惟能カラーカメラ用我引象管の商

品化に成功したほか,電子化椀略言十の表示用に電界効果形の

高性能液晶素子を開発した｡産業用半導体として重要な地歩

を占めるサイリスタ関係では多くの技術成果を挙げた｡中で

も高耐圧･大容量を直接に並列接続可能な新形ゲート構造の

くふう,大谷量逆導通形高速度サイリスタ､汎用ゲート ター

ン オフサイリスタの商品化がある｡半導体IC回路は依然,日

進月歩の技術発展を続けている｡民生機器用では,電子式卓

上計算機用にシリコンゲート･E/D･MOSシリーズの完成,カラ

ーテレビ受像機用クロマl司路の1チップ化,音響用のパワーIC

のパッケージ改良と4チャネル ステレオのCD-4方式に関す

るIC化復調器,及び電子時計用C-MOS の商品化がある｡

電子計算機関係では,論理回路における高速ECLシリーズの

完成,4KビットN-MOSメモリの商品化がある｡基礎的技術とし

てレジンを適用した2層電極トランジスタ構造や､MOS LSI

のレイアウト設計システムの開発は他に例のないものである｡
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5.1通信機器

日本国有鉄道納め電話予約用音声応答システム

王‾一本同イ]一鉄道では旅拝サービス向上の‥環とLて,応対要吉呈

のいらない汗声んと答装置を川いた電話予約システムを完成した｡

二の電茄子約システムは､現在｢みどりの窓l‾++で晴躍して

いるMagnetic electronic Automatic ReservationSystems

(MARS)システムの中央装置と公衆電話回線網を斉声応答

装置を川いて接続LたものであI),自宅,又は勤務先のプッ

シュホンより要求する内容を入力するだけで予約できるよう

にするもグ)であるL〕

ニの1‾Ei講予約システムに川いるゞtiず応芥装置は､全円ク)列

中部,駅名など多くの言柴を多数の【叶線に同時に出ブJする必

繋があり,従米の装i‾琵では容韻的に対んじできないため,新し

い技術である磁1(ドラム何期制御ブナ式を什卜､て,JHソJr語数

2,048冶,】【1りルー+株数768回線の件能をもつ二.キ声応答書き描を開

発した｡二の装道の三‡ミ要性能を表にホす｡

こク)ような二】乍声I芯答装置を月‾い､た電話戸約システムは,世

群糾の試みであり,ト17幸旺化時代の汝先端をいく酌期的システ

ムとしてそグ)成果が期待される｡

/ト後,二のような 応答装置を用いた仝イ1動システムは,

一料二う丘満子約システムだけでなく,銀行における稚魚残.‾T!捕i
会システム,クレジソト チェック システムなどに,また,

デ′ヾ一卜においてはカタログ販売システムなどに,その他交

辿帖純米内システム,村_郎1二理システム,オmダエントリな

どにJユニく利川でき,プッシュホンの一汗ノ之,舵びにデータ池イ,子

のヲ己追につれて,ますますその必要ノlでI三と重要性を高めていく

ものと一恕われる｡て- P･41日本国有鉄道向け座席予約システム用電話局内装置
二‾

P.41座席予約システム用交流集線装置

音声応答装置の主要性能

項番 項 目 方 式･性 能

l 音声応答方式 緑書編集方式

2. 音声の記貪菜
磁気ドラム(最大2′048語ノ/4ドラム)

時分割多重PCM記≡緑(8kHz,7bltS)

3.

4.

5.

苦声編集制御 時男､割多重PCM制御=秒ごとの制御)

同時処王里回線数 128回線×6 -=768回線

入出力･情報 入力:PB信号(--47dBm感動),出力:音声

6. 電話回線との接蘇売 トランク接続(ループ起動方式)

7. 上イ立電子計算1発との才妾講読
2,400b】tS/s:データ伝送【司線2回線′/

サブシステム

〉主:PCM パルス符号変調,PB信号 押Lボタン信号

蛾

日本国有鉄道納め電話予約用音声応答装置
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日本匡l有鉄道向け座席予約システム用電言責局

内装置

プッシュホン電話桟より耳9500をダイヤルすると,発イ‾i一言局に

おいては番号翻訳をLて,国鉄J室庸子約システムを収容してい

るセンタ局へ接続する｡プッシュホン電話機と国鉄座席予約シ

ステム機器は,電話回線を通してEND TO ENDで押しボタ

ン信号(PB)信号,音声イ言号を送受して座靖子約を行なう｡

このサービスの特徴は毎日の座席予約開始時別に予約呼が

集中することである｡集中呼による一般電話への悪影響を防

ぐため,国鉄座席予約システムは-一般電話を収容しない専用

ノ占,すなわちセンタ局に収容される｡更にセンタ局へ予約呼

が集中した場介には,センタんヨでそれを識別L発信局で千約

呼を部分規制するようセンタ局より発信局へ才旨示する｡

東京231左内のプッシュホン電話機を収谷している仝ノi琵話局

には,昭和49年5り～10月に,望9500を′壬イ言翻訳する機▼器と､

予約呼集中略部分規制をする機謹話が納入されたし)ニ9500の翻訳

には,従来からの押しボタン発信レジスタ,サⅦビスコント

ロール レジスタ(PIiOR,CR)に♯機能ボタン受信機能,及

び♯翻訳機能を追加して使用する｡予約呼規制には,センタ局

と専用線で接続された規子別+防幸枝′要イ言装置と,規制対地識別装

置が使用される｡J規制情報′乏イ言装置は,センタノJより規制す

べき対地番号と,規制の程J空とを√妾イ言する｡規ざ別対地識別装

置は,各力‖人老のダイヤルLた番号が規制対象となっている

対地番号と一一致するか否かを識別し,一三改Lた場合,指二道さ

れた程度に規制する｡これらの機旨畏は昭和49で1工11月までにす

べての機能動作の確認が行なわれた,〕

∴--P.40 日本国有鉄道納め電話予約用音声応答システム

しモフP,41座席予約システム用交流集線装置

座席予約システム用交…充集線装置

データす去送の回線構成には,ニれまで経折的,効■ヰく的に回

線を使用するために集線装置が多く使用されているが,その

方法とLては集線装置側にもモテ■ムを仕H-L,デ∽タを南i允

レベルで集線する方法が多く用いられている｡/卜回,二の集

線装置例のモデムを不安とし.仁三送回線の搬送波信号,すな

わち交流レベルで集線することのできる交一元駁線装置を開ヲ邑,

実用化した｡_i三な仕様はi火のとおりである｡

(1)収容回線数:人回線16,J_h【il]線4,(2)中継方式:アナログ

スイッチによる交流式4線中継,(3)入JI川]線インターフェⅥ

ス:倒‡皮数帯域0.3～3.4kHz 600n平衡,(4)寸言サレベル:0～

一23dBm,(5)起動‾方式:苅昌吉末キャリ

ア起動,(6)回線間クロスト【ク:60dB

以上,(7)出k】ほ刺析監視機能,及び閉米

機能をもつ()

二の装置はクロスボイントにSilicon

Controlled Rectifier(S CR)に上

る半i導体アナログ スイッチを採用し,

音声′Rチ城仁言号を直接に集線するので,

モデムの搬送波周波数,あるいはデー

タ適イi_i速度になんら制限されることな

く広く使用できる特徴をもっている｡

なおこの装置ほI‾l本国有鉄道の座価､‾jニ

約システム▲-MARS-105”に使用され

ることになっているL〕

EモクP.40 日本国有鉄道納め電話予約用吉声応答システム

正号>P.41日本国有鉄道向け座席予約システム用電話局内装置

交三充集線装置

山陽新幹線列車無線電言古システムを完成

山腸新幹線に使用される列車無線電話システムを納入し,

現地批付及び調繁を完三了した｡

ニのシステムは日本国有鉄道及び日立製作所,∴÷菱電機株

式会社が共同で完成Lたもので,昭利50年3月に開業が予定

されてし､る岡山～博多区間に設備され,現在試験を行なって

いる｡

このシステムは運転指令電話,業務連名洛用電話,,一般公衆

用1昔話の各機能をもち,東海道新幹線での経験を生かして機

書芸の改良などがなされ,新幹線の安全確保,乗客サービス及

び運行管理の厳正化などがいっそう改善されるものと期待さ

れている｡

基地局装置

システムは無線機,搬送装置,

交換機,リモコン装置及び中継機

などによl)構成され,各局装置の

主な機能は次のとおr)である｡

(1)移動JJ装置:列車に搭載され,

ぎf与線にP妃置された苑地句と無線に

より通信を行なう｡

(2)基地局装置:列車と統;別局の

間の通信を中継する｡

(3)アプローチ装置:一桔地局と統

r別J占間の†云送を行なう｡

(4)統制局装置:列車の進行に伴

って各苑地局を順二大切り換えて通

信を椎持する｡

新幹線総合試験車測定装置

従来､新幹線の電気設備,軌道の状態調査は,電気試験車,

及び軌道試験単によりそれぞれ実施されていたが,昭和50年

3月開業子宝の山陽新幹線を含めて束京～博多間の電気軌道

の設イ馴大儀を同一･森吉成により営業車と同じ210km/hの走行速

度で自動的に検査測定する新方式の新幹線`正気軌道総合試験

車用測定装讃を日本国ノ仔鉄道へ納入した｡

このシステムは電1も設備である変電,電力,信号,通信の

各設備北態と,軌道の設備二状態とを検査i上ilj志すると同時に,

その検ノ在洲J㍍データを車_上二に手筈i枚Lたミニコンピュータによ

りチータ処刑し,不出佃所はその地点とそのデ【タがタイプ

アウトされる｡更に地▼_LのSMIS(新幹線設備管理システム)

により設イ馴犬態の時系列管理を行なえるように,検二査測定デ

ータを収録する装置を含んだ総合システムである｡

新幹線総合試

験車測定装置

の一部
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ホテノレ情幸艮システム

j生年,人件守宮の高騰などにより､ホテルにおいても省力化

のための装荷上二J勧化の要求が拓くなってきている｡【1_､二(二塑望作

叫ではこのほど,ニれにんしじるものとして,新しい総柄｢lてJな

ホテル情報システムを完成した｡1号機を名古蛙タ【ミナル

ホテル株式会社に納入L現在柘勅中である｡

このホテル情事1之システムは,口､l/二製作所のクロスバPABX

と小什き処理装置をもつインタフェース装置,ノ立び汎用ミニコ

ンピュ【タHITAClOTIとで偶成され,ホテル宿泊苓に対す

るモーニング コ【ル､苓1ミ北態表ホなどのみ純サ【ビスや,

稲泊料,`正論料などグ)料1‡計印の日動化機能を提供するもの

である｡

このシステムの主な機能を次に述べる｡

(1)モ【ニンブ コ【ル

｢う‾E話機による[7J動目覚ましサ【ビス+で,宿泊客があらか

じめ臼宅のう電話機により起味時刻をダイヤルして了糾してお

けば,時桝がくると【′1動r小二′.=E請機のベルがlを㌢)起休を促す｡

(2)客三三ニ状態表示

チェックアウト時,請求書を発行すると計算機からの指示

で自動的に点燈して,メーード控芋に対Lて空となった客宅の

満柑指令を与える｡次に,寄手iの清掃を終わって電話機から

ダイヤルすることにより,ランプ表ホを変えフロントに対し

チェックイン可能の指令を与える｡

･(3)顧客案内
宿泊客に関する,ホテル内外からの問合せがあった場′ナ,

フロントや交牧石が要求し,キャラクタ･ディ スプレイに表

示する｡

(4)会計業荷

稲泊満▲のチェックインからチェックアウトまでのr言りグ)桁泊

召せ,飲食鞭,うー己朽の買物代などの会汁防報を端末装-｢F己からそ

の那岐入力しておき,チェックアウト時,フロントで1王IJ擁に

料金請求仁く票を発行する｡

(5)う豆話料余計往

柄泊茶が仙梢した1民話料企を,通話帯域,通話時分に応じ

て【'1動rlてJに計算しておき,チェックアウト時,料公論求†∠七光

に請十_とする｡

(6)売_r二集占ト

ホテル内で発生した桁泊料や終売店の売上げの′実態を把秘

するために,毎日)立別に娯一汁し,i叶完の形式で汁1力する′つ

一司■■j■ 楓

!■■■

ホテル情幸辰システム
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ニコシア局(キプロス)納め国p祭電話交換機

キプロスのて五1も旭イ._三公社ニコシアJuユに昭和49年7月C82KH

形同ド祭1電話交枚機を納人L,一呪イl三辞汁寸二｢車中である｡この‾交

授機は,主として同国の仙人端からダイヤルで全世界の加入

前に直接接続されるいわレわる矧;祭日勃発イ‾i‡接続を行なうほか､

｢iiJ凶の加人祈へ全世界の加人名からダイヤルで接続する田ド祭

【′†勅裁イIi接紘を吋能にした電話‾交換機である｡また,この‾交

絶機は1耶祭子iの根荷を介して行なう国ド祭-､卜【二子勃発着イi言接続,

他いミⅠの回ド祭女授機と興なる他国の同ド祭‾交換機とのriりのf一戸継を

行なうためク)川ド祭【二l刺､及び!ト什動中継接紙 その他阿際手

動才妥紙を手技う｡

主要紙成機一汁詩は4線式日釣女挽機本体,帥ひも中継子i,保

守センタ【用機器､ノ女び村田との｢川の料御坊節用のデータを

チリミるための機音詩(以下,オキュパンシー メータと称す)であ

る∩ 付こ寸センタ【用機器は,局内設備及びⅠ_EI内外の回線の試

懐を行なうものである｡オキュパンシー メータは.紙テープ

さんイL機,丈ほ磁1tテープ袋帯に-より凶ド祭L′一助発†i川手ごとに

べ竹拙l番号,仙1月トランク番号,枇呼名1芯才知寺‾札 ノ女び終i講

時刻什糀を山すようになっており,このテープをT正子計算機

で処雌,一艇.汁してl一郎Ⅰけ川りの料金精算に仙川される｡

使用される†言号方式は,同際回線用には国際規格(国際電信

`正詰諮問委員会勧告)に合三枚したNo.4,N().5,R2,及びNo.1

†言号方式であり,必要に応じてNo.5bis信ぢ･方式も導入できる｡

国1勺l_舶泉には,キプロスではMulti-frequency(MF)方式が使

fHされている〔)

この交枚憶は出l:祭規柿をiiぎ砧足するもので､三i三な作能を次に

述べる⊂,

(1)放火人山棟数:6,000担l線

(2)姑大工ti回線数:6,0001日】線

(3)克之大トラヒック?妄二と.七:1,880E

(4)湖訃い-†能数字けた数:1～6けた

(5)エコM サブレリサの着脱制御可台巨

(6)パッド コントロール可能

(7)斗‾､1三左の人｢‖+線粁から朽ち左の汁川】ほ如汀,又は対地に向かう

岬の規制が･り▲能である｡

この女槙機は,設.汁卜,次の点をこけに名▼促した()

(1)雉イ■1二村範

てil:城内の多周波イi言号をラインイ.を号として他用するので,交

授機のスイッチング維√▲〕二が多J排J支†ii号に去をラ幣を伎ぼさなし､よ

うにスイッチング時〕胡とイ‾こ_子号送出時期に巧▲慮を･払っている｡

(2)システム ダウン対策

特にすキュパンシー メータのダウン対策については,出力

装‾こ凸三を含めすべて_‾二市化されており,;苛Ti即寺には日動的に千

イ附則に一切り押えられる｡

(3)収拙いの′存易什

収1及いの谷馴fい二ついては帥々名▲癌二されてし､るが,特にオ

■

国際電話交換機用無ひも中継台

キュパンシー メータ

は1一巻のテープ終‾r

に伴い,あらかじめ

テープを装着した予

備側の出力装置に【二l

三助的に切り替えられ

る｡これにより保守

‾弟の作-ユ竺…下立の根城,

彷プJ化を阿れる｡
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聴覚不自由者用ファクシミリ

従丸 ･般の花前回線網を利用したファクシミリは,操作

トダイヤル呼出L,不‖手二接続確認などグ)イ三三弓イ･1二や.･■1ニノ‾王イを⊥【て1

確認することが必要であり,他見がイこ｢川lな人々には仲川で

きないのが亡夫北であった｡

この装置は､日勤ダイヤル装吊の利1手先ボタンを粥卜すだけ

で,ダイヤル呼r】1L,不‖手接続確認ノ之び装‾;;午起刺･仲】I二など

すべての刺卜作を【ノけ山化L拭作を帆単にするととい二,刺作北

態をランプで表ホLて操作_川忠億による判断の必要をなく L

てあるため,聴覚か不｢て川1な人々にも千畔に仲川できる｡

この装市の機器偶成は,送仁軽監,′乏イi硝覧ノ之び｢1三和ダイヤル･

接糸克たし斧確認機能をもった応字妄確認装凡 舵びに【-1求り茄イL_捕覧

了指をもった綱制御装苗か仁〕戊る｡

トな才‡iミを次に述べる(｡

(1)プ邑イう‡は,ワンタッチ｢l刺子己イiチであるし〕

(2)一ポイ‾.言は,令【′一三軌のため才､柑Jc7)接作を必要としない｡

聴覚不自由者用ファクシミリ(左:受信機,中上:網制御装置,

中下:応答確認装置,右:送信横)

SV-7400B形多目的小形放送用ビデオテープ

レコーダ

釦帥い､1リロ機SV-7400形ビデすテープレコーダ(VTR)をヲ己娯

させ,綺山iはもちろん,仲(l工機としても従来の+横言花形VTRと

llJ等の作能,機能をもって′ト形,鞭拉,帆仙桁のVTRである｡,

仙成はヰこ休部,ビデす プロセス糀,すl-バー1コンソール

部の3部分より成り,これら3部分は容易に分離､装一茹できる

ようになっている｡従って抑置形VTRとして用いるときは,こ

れら3部分の組合せとなり,また車載用など錨画1牛用機とする

ときは,本体1邪のみを使用するなど目的に応じ多用途にイ刺二日

できる｡)このように小形軽量で機動ノ性のあるVTRとするため

に,回路のIC化,LSI化及び/ト形機構部品の開発などを横板

的に行ない,寸法,串品,消費電力ともに従来VTRc7)%～jイ

とする一ことに成功Lた｡更にビデオ プロセス部は,従水のアナ

ログ補止方式のほかディ ジタル方式

も同時に開発した｡これはビデオ†子吉

号を8ビットのPCM(P｡1s C｡d｡ 〔.

Modulation)信号に変換した後半j導

体メモリによって構成された時間軸

補止回路を通し,再生映像信号に伴

ったジッタ ドリフトを補正するも

のである｡これにより1H(63.5/∠S)

p-pに及ぶジッタ ドリフトも補正で

きるようになった｡

多目的小形放送用VTR

(SV-7400B)

一■山芯:メ

□▲王j′;■

｢デ芋
軒丁叫ヰも

新形撮像管｢サチコン+を用いた多目的カラー

カメラ

SK-70カラーカメラは,新形梶像管%inサチコン(日本放

送協会の指やによりR立与望作三仰が開発した)の使れた数ノ～の

1‾､托主(拘引射さと,フレrヤ,色バランス,S/Nなど)を′卜かし

たiて1‥rlげ手,多目的の放送叩3管式カラーカメラである｡

姑近のテレビ放送碍でほ,番組制作の多様化にんとじて多純

増のテレビカメラを保イi‾する傾ド小二あるが､このため篠仙率

の帆‾卜を′卜じている｡二のカメラは,その間題の解才央を目標

とLて設1汁されたもので,コンポーーーネントプ7式を才采川Lてい

るため,J.!三木]ンホーネントと付属コンポ■-ネントとの組†干

せを変えることにより,帥々のJ口遥に仙川できることを姑人

の1け1主とLている｡ 二な､P.45 カラー放送用撮像管｢サチコン+

巾恥一▼ノ∈蒜

観

新形撮像管｢サチコン+を用いた多目的カラーカメラ

生活･情報システム実験用リクエスト静止画装

置を完成

二の装-｢削ま財卜引去人_′-1二活映帽川音報システム開発協会か多呼

ニュ【タウンで行なう1ト音‾舟｢戸テ報システムの実験川に川いられる｡

ニク〕づ三煉では,カラーl柑】Li‾巾=二よる敦子f.レジャー一案内,

ショッピング丁条内など存杵柄報サーービスがリクエストにより

′貴けられる｡こグ)装置はr叫イ象メモリ付テレビ′乏條機･リクエ

スト絹キーボードから成る端末設備,コンピュータ,カラー

カメラ付マイクロフイ､ノンュ検索機から成るセンタ設備,及

び伝送踊より柿成されている｡端末からのりクエストにJ応じ,

センタでは必要な画イ壕を即蛙に検索L,この映像仁号が端末

に送られる｡センタより端末へのf去送は,テレビ画面数フレー

ムが仁二速され,端末では画像メモリに一一時記伯L,持続Lた

静止何としてテレビ√乏ノ像機に映し出される｡この方式は,多

数の端末が同時にリクエストできることとした点が大きな特

技である｡ニの装置は将来,官公庁,各種企業,サ【ビス業な

どにおける′卜Iti報検索,怖報案内など広し､用途が期待される｡

●”

リクエスト静止画装置(センタ設備)

､包野

リクエスト静止画

装置(端末装置)

43
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航空機馬最音監視テレメータ システム

このシステムは,近年大きな社会問題となっている航空機騒

‾打の監視システムとして兵ノ幸県仰ナト巾に納人したものである｡

騒f結1▲より出力される騒1ヤレベル(A,D年別性)を応答速度

の適いFM式アナログ テレメータで中央監視局に常時伝送L,

デ【タ処理装置にて0.1秒田川融二て騒音デ【タを取り込み,

SLOWのみならずFAST三拝性に対しても航空機髄詳の識別,

姑人レベル,発生時別､継続時問などの算出を行なう｡史に,

1(象データ伎び拭作中より目視で入力される機椎､航空会社

名､離前件の椎別い托り込み,騒一汁発生ごとに表ホ盤,作表

タイプライタにデータを肘力するほか,1日の加1市′キ価平均

馬針子レベル(WECPNL､)い叩暗算出するオンライン処叩と､

j坦l札J‾川りのWECPNL,樅椎,三さ祉別の統計表,乞も範と上騒

汁♂〕糾問解析処fFI!を行なうオフライン処押もIJ+▲能なシステム

である｢､二のシステムはノニュtと騒ど■ぅこの褐†ナシステムであるが,

騒一汁系システムの紙背引ズ=ニホすL｡

甲マイクロホン日本野撃今社特定通信回線
テレメータ(D-1規格) テレメ_タ

‾子局装置‾一ニア親局装置

表示 盤

騒音計

甲
等量普計

一言.笛是/ソ
甲

′

騒音計一言笛孟/
時計装置

総 合 アナログ
気象計‾入出衷置

晶品1

磁 気
ディスク

HITAC データ

10Il+‾タイプライタ
入出 力 芋_々

制御装置

作 表
タイプライタ

操作卓

故テープノくンチャ

l 姓テープlトーダ

航空概騒音

監視システム
ブロ ック図

銀タラッド ホビング加工法による低‡員失

ミリ波立体【司路素子

低‡員失なミリ波立イ本回路素イーの量産性に優れた加工方法と

して,被加コニ材の上面に銀板を載せ,これに高精度,且つ鏡

面ご状態に仕_Lげたホブを押し込む方法,すなわち,銀クラッ

ト ホビング加工法を開発した｡これを通用した立体匝ほ各素子

の表而あらさば0.05/瓜n以‾F,寸法のばらつきは±5一αm以内

であり,従来品(鋼電鋳品に組めっき)に比較して,表而あ

らさは10倍,寸法精度は2～3倍に向上した｡この加工i去を

適用した空胴共振器のQ値をi則左した結果,開披数が90GHz

で理論値の90%であり,従来品よリ30%向卜した〔,Q伯の測

:起伯が理論値に近いほどす呈‾主夫は小さいので,この加_T法によ

り得られる立体回路素子は,90GHz付近で椀めて帆損失であ

る｡また,導波管の分1F7り而に部分めっきを施して組み立てる

方法を開発した結

果,これを併用す

ることにより傾雑

な形,状の立体回路

素子をも低損失に

製作することが可

能となった｡

銀クラッド ホビン

ク1加工品の0†直
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叙タラッド ホビング加工品

//へ＼･､､

従来品

(銅電鋳後銀めっき)

20 30 4r15060 80100 15(l

周波数(G=z)

水中･情幸艮伝送システム

海i羊【一呈粥邑を推進するうえで水中情報仁ミ送は重要な技術であ

るこ,二れには有線方式と無線方式とがあり.無線方式では主と

Lて超-.乍波が使用される｡しかL,従来の超音波方式は残響

や衝撃作維一汗の第三苧を′受けやすく,イ言栢J空と伝送速J空の低下

を余儀なく きれていた｡

今Lロ1開発したシステムは,数種の周波数の超舟渡パルス信

号を川い,その†ム送川則事の組で㌻せで 一つの情報を表現するよ

うにLたもので,例えば5種の周波数′l=･./5を用いれば,./1一

./2→･‥→./5の順け:の組合せから./5→./｡→…→./1の組合せまで120
抑の情報をfム送できる｡このシステムは,1秒間に100種の情

報が仁ミ送できる高速性と雑書環境下での情報の見逃し誤り率

が10‾5～10‾6という高仁敗性が大きな特長であI),水中作業機

寸戒の超吉池,;立隔芦別御,あるいはダイバーやi替水舶†間の通イ㌶な

どにその応用が期待される｡

水中情報伝送装

置と超音波トラ

ンスジューサ

○-○書ゃゃヰ■0

l-▲ ◆●◆ 中● A

◆●t◆◆●◆●

事′●◆●●●●●
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一ささ-さ 磯
〈A強､賀
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5.2 電子吾『晶

偏向ヨーク付カラー受像管(lTC)

従来のカラー′乏像管は,3色の色合わせを行なうために.

機椎な付鵜部品と担J路を要した｡ニれに付いセットメーカ【,

市場サービスにおいて高い技術が要求されている｡ITCは

高相性-一一体化インライン電イ･銃と亡悼殊な磁界分布をもつ偏向

ヨⅥクの組みfトわせによって,偏向ヨークとマグネット アセ

ンブリのみでよく,しかも完全調要さ済みでカラー受イ象管に接

着回二右LてJJ_1荷する｡セットのコストダウン,信柑件の向上,

1てi場サービス件の向上などの特長が発揮される｡けい光面は

ストライプ構造とし,歯切れのよい画質を得ている｡14形,

16形,18形,20形の各サイズがあり,偏向角90度ながら従来

形′受像管に比べて約35mm乍豆し､｡14形～18形については,電子

銃口径を60mmとして高解條度を得てお-),日立製作所独自の

設計となっている｡偏向ヨークとして国際的な規格のオール

トロイグル形と使いや

すし､特性をもつセミ ト

ロイ デル形を使い分け

ている｡l安lに14形の従

来タイ70ヵラー受イ象管

とITCの比較を示す｡

汀C(左)と従来形カラー受

像管(右)
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ヒータ予熱不要受像管

従火の′受像乍てこはスイッチを人れてかごフ20秒山姥しないと刺

作を始めなかったr)このため､テレビセットでは′ヱ條Lない

ときでもヒータを一千熱してJ;き,スイッチを入れたとき,す

ぐに映條がヱ†iるようにLたもグ)もあ/-Jた｡二のたび′･=にプJ節減

のために,ヒ【タを予熱しなくてもスイッチを人れた千変,約

5秒で【嗅像の山る地軸形一三條竹を朋党Lたし〕

カソードグ)iム.し比_卜汁を拙くするために,カソMドノ之びその

†肘キ祁.1‾.1-を小什舛モ_Lt呈二化して熱?i:暮i二を′トきくした｡またカ､ノー

ド化汀川こは表巾を∴寸.‡くLて熱帖射を山くし,勅作帖グ川,,しノ空を

巾1よの仙に化さつように配収した〔如にヒー′1夕も去Irlほノー土ミ化L､

カソードへの熱†ノニ達をJ_'主くLた(､

カラー′乏他作の揚ナナの上靴作1‾､什‡三を,従水+端と比托してぃズ=二

′Jこす｡なおカラーー′乏條11二については,従れ昧♂‾)ヒータ1上作か

6.3V900mA,丈は6.3V750mAと5.7W､あるいは4,7Wの

′.=に力を貸していたが,二の′乏條符は6.3V375mA(2.4W)と

仙糊I仁一の′■‾に力も､1′二

滅する｡

=よtミ′乏條ノ汗につ

いては,此に汗ノ之

してし､る小′■=EプJ仲子

とヒーー一夕㍍朽キーiり

一にして,従一斗ミの

テレビセットにノ亡

枚仰があるように

Lてある｡

(
訳
)

仙
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連動形 従来形

10 20 30 40

ヒータ電圧印加後の経過時間(s)

カラー受像管の動作スタート特性

電子レンジ用マグネトロン シリーズの充実

L卜立二製作所はノ芯jナ･レンジ用マグネトロンとLて,レンジエリ1

ノJ400Wから1,300Wまでのシり【ズをそろえているが昭印49f】二,

恕に抑.汀t純2M143/2M163,2M150,伎び2M53(H)をノJll

えシり【ズのいっそうの允一夫をみた｡

2M143/2M163ほ,それぞれノこにJ′一レンジ川ノJ400W放び600

Wのロ【 プロフィル シリーズで,糊付けiミ‾■テiさが従来のR+ソニ

標畔.i了.2M141/2M161に比べ25mⅡJユ上も帆い才山ミをもち,マ

グネトロンをノJ【はさ与1三の卜而,丈は卜伯=二上l‾丈り付ける帖j左♂〕ノー‾に

十レンジに過してし､る｡2M150は,址J迂ぶ､州LているJlリブ

500W用の電j'一レンジ用として開発Lたもので､仲川こ的には

2M141/2M161と]モく】1-f]-･としてある｡2M53(H)は,従火

の2M53のイこ要′左披放射i一丘を政一汚したものである｡ニの純一粧,

マグネトロン シり--ズは′l-は十レンジの山ノJ,マグネトロン‡い:

什位置,冷_印方式などの各桃の刹1み†ナわせに対Lて川j応する

ことが可能となった｡

表､
t去声
毒準

忘恕

ぜ

新開発電子レンジ用マクネトロン(左からZM163,2M】50,2M53(H))

脚還琴 … 塁認表蔽濫泣慧

カラー放送用撮像管｢サチコン+

｢りく杖う引名仝の才計斗に一より,満仲能力ラr カメラ川跳條

乍1て二｢サチコン+H8397,/之びそC7川‖仙ヨーク アセンブリH8396

を1こ成したく｡二れは向協会の指導によるハンディⅠ形カメラ

(油卜地イi言様株式会社製)に採用きれた‥ また[1_立`在十株上(全

社で開ヲ芭された多l川〕カメラSK--70にほ標準管として採用さ

ズLているこ〕

H8397亡.七,NHK総でナ托附研究巾との一八l･rj榊ヲ己による,

Se-As-Te系カルコナン ガラスの非.㌔J一門-､ト;封本と,恨化スズ

順とのヘテロ接でナを含む｢サ子コン+暇をもつ18mm形の-11汁1三能力

ラー カメラJlj〔7)桝他作である｡

卜な才､1三上主は,18mmと小什ラでし事)りながら,25m汀■形肌主條竹上l‾･f〕

甘の放送u【げ己を満足する晰條比､煉比,ケ堤條二け′件をも/ノてい

る｡また光に対Lて〔7=之射ヰくが帆し､ため,フレヤの少ない椛

純な==げ吾が子さトっれる(つ1‾い二1に鰊,ノ之び†ヰH帥jヨpクアセンブ】j

グ)瓜1.川i性ト､けミぴに机､■′二仰望を子ノ王水-1■】=二比べ十糾貨に巾卜させ,

也丁㌣せグ〕朋ヤさを一寸立と?羊妨にLたためと,心,紘 ‾l】j二の3也

に対するバランスの山

い分うヒ1十作をもってい

るために∴符式カラ〉-

カメラに利別する域†ナ.

色別クつ■､】+t用乍ミニの必安は

なく,仏工守の巾でもイj▲

不りである｡

柑mm形｢サチコン+H8397(下)

及び偏向ヨーク アセンブリ

H8396しと)
P.43 新形撮像管｢サチコン+を用いた多削勺カラーカメラ

電子腕時計用液晶表示素子"H2077”

液Li一亡一束ホ素一丁は､そグ)低消帝`正力作かごっ′iE一丁粗け計の衷ホ

川とLて本命視されている′-J従来の動的指川L交り宋(DSM)彬

シ)むのに比べて†i吉相性､見やすさ,1富力消費の‾Frliかご〕姫に佗

れた′.一に琳効米(FEM)形の液.冒,を川い,特占｢川ムーーブノント

1千体純成の簡略†とをキ1■き二Lて,1チップ州紺対称屯界効斗土彬

り捕小1路(C-･MOS LSI)による3V即効の可能な州.潮性FEM

形純帖詩｢用液晶太一′Jミ"H2077I'(J丈射形)を開ヲ己した･-,

士ち･特出と Lては,

(1)うこ仝無機材料桃成のパッケージングによりイ‾こ摘帖がiこ1し､

(2)即効J｢に圧が3Vと快くりト拝回路のれ略化,茄Lくは竹城

化が巾丁)､且つインピーーダンスがi～lい､ため′ドはプJ消印が少ち･い

(3)岬るい下地(J丈射枇)に二号‡い敷ノj-二が太ホされるので,コン

トラスト比かillく,外来光に対Lて非瑞に見やすい.｢

(4)数′j･二(.i､ド巾i表ホのため見やすく,目_つ泣こい視角が了り:ノ〕れ

る椛j左になっているL.

(5)刺作f～.ヱ▲性が-10㌧十60凸c,保存if.よ化か一20へ一＋700cとJム

いご

1三な電㌔も光学的特惟は二大のとおりである(,

(1)駆動方式:3V,32Hz,ケ川f壬披でのスタティック恥軌

(2)スレリンョルド.竜仁l二:1.2V

･(3)インピーダンス:10M工2
(4)J応答l‾iH始帖‖目:100ms

(5)消よ帖ドり:200ms

(6)寿命:30,000柑芸lさ
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5.3 半導体素子

樹脂絶縁法配線技術を応用した2層電極

トランジスタ

IC,LSIの多仙巧上根にJjいて,州朋色練物に.‡■占分J′一別

脂を和し､る樹脂維紬法上′巧止純化荊を応‖Jして2怖に粍トランシ

スタを1蔓目発Lた｡.このトランンスタは､従火のトランシスタ

太【仙ニー､ト;洋仰‖J7i純ノ加IJ‾輿什.:■ごi分十樹脂(Lトンニ;与望作所で問プ己

〔ノたホ■りイ ミド系即旧)桝を彬JJ丈L､!七にそプ)卜に人きち･′.に

椒を形成L7二構j左をもっており,それぞれのトランシ,スタ梢

泣グ)断州即行を｢恥ニホLた｡二のトランシスタ叫那己によっ

て,rフィヤ ボンディングなどの組上二_1二札三が草しく改沖きれた

のをはじめ,仙紗｢′卜のr∴=二,柑-′1三の安与王化など,†‾.潮什の何

でも大きな収二汚がなされた｡二♂‾)ように半や休糸/･の表‾r仙二

il-∫Jj分†一別脂を仕って`】=は耗を2刷献立化Iノたのはl叶界でも細め

てのことである｡

層電極

酸化膜

S卜基板

注:EニエミッタB=ベースC=コレクタ

従来のトランジスタ構造

高分子樹脂層

2層電極

2層電極トランジスタ構造

高耐圧･大容量サイリスタの直接並列接続

超■ナ引1i血i允j去`-‾E捕食授装置に.ゾ訓汁什･ノヾ芥もiニサイリスタか

広川されるようになり,その小形化及び榔曲帆純のノJ‾法とL

て,古訓什†了三･人芥‾E丘サイ‥スタをl糾妾に_舵列接続する方1-(か

あるrJ

一呪山上く仲メロされている抑帖川ラゲートでは,サイリスタを

タ】ンオンするために必要なアノード～カソート川りグ)l二‖加ノ.に

圧(フィン机EH一三)が拭くなるため,｢‡■仙川‾三･人芥呂主サイリス

タを1托才妾に並列才英紙Lた場†ナのサイリスタ′心充分川_をバラン

スさせることが難しく左･一-ノてくる′二./ト帆 この上うな欠ノ∴くの

ない新形ゲート椛j辻を!那芭L7∴ 従火の州Jr川壬ゲートノテJ一〔で

はフィンガ`荘拝がl:1し､ため,-∴ノノのサイリスタがターンオン

Lて,川知己圧帆→がまだタ【ンオンLないサイリスタグ〕フィン

ガ屯J主よりも帆くな/ノてL圭う場†ナ,フィンガ′iに拝の.小､サ

イリスタにほ`l主ょ流が流れない(∫rム2=0).､新形ゲM卜ではフ

ィンガ1に仔が快いため,`.‾に流り川1.のアンバランスを′トさくで

きる｡

E‡

｡L配
勿■■■芯;lii

(a)従来の増幅形ゲート
｡L

Vf▼

(b)新形ゲート

2個のサイリスタを直接に並列接続した場合の順電圧と順電流の音波形

注:縦軸 帖=2V/div,～rん=200A/div 横軸Ims/div
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大容量逆導通形高速度サイリスタ

近r卜,チョッパやインバータなどの高速スイ､ソナング回路

に,サイリスタとデイオl-ドを逆碓列に-一体化した機能をも

つ逆増加旧サイリスタが佐川されることが多くなってきた｡

H_､ソニ与川三巾は,昭和45年に世糾二寛がけて逆頼通形サイリス

タCHO4V(1,200V,400A)を実絹化した後,満州工逆j#通形

サイリスタCFOlV(2,500V,400A)を開発し,帝都高速度‾交

過′肖1､J■lその他に`■E中子ョソパ川として納人し好評を得た｡袋

帯の小什き軽退化を進めるために,素イーの高仁子蛤作,大容量化

が要望されていたが､二れにこたえて新たに400V,1,000A

ターンオフ タイム15/∠Sの描導過形サイリスタCAO3Vが完成

L/∴｡

二の素/一の桔土主は,独得な接′ナ構造のj‾末梢により従来のサ

イリスタの甘茶接′ナ結ミ▼比を上まわる1500cの応格をもち,優

れた】l17j過スイッチング特什をもっていることである｡今後,

フォー1クリフト,あるいは自J勒卓搭屯チョッパ装置など/ト形･

畔道化が要求される装置の標準的な素十となる｡

･‾P･72 チョッパ制御装置の量産化

逆導通形高速度サイリスタ

(CAO3V)

汎用ゲート ターン オフ サイリスタ(GTO)

′7∴一ト クーーン すフ サイリ スタ(GTO)は止1 g‾lのゲート

ノりレスに上るオン･オフ制御が=∫能で,従求のサイリスタに

ちし､析傑方巨を什′ノ+/た素J′-であるが,設.il一パラノーータが不変緋

であり従九
_り拉でグつノ左1上J一卜韓が州雉であっじ′

ニリ)素J'一は仲子j三三‾紘適化に.上る′一軒件のl｢り卜,ガラス暇表1巾

処叩を旭川した-■.■紬J■托化,抑一に鱗木批i韮を小心とする組_､工_J二村

叫印略化ち‾どに.より,†仙耐仔汁L川GTOサイリスタの_1二場′卜

稚を‾‖川巨にしたものである.｡

卜な什様を一謹主にホL7ごが,特に直流1=E｢亡グ=三IJ加に対して†.‡

柑什シr)■1■い､かうスl伯表1rli処即法をニグー椎グ)GTOサイリスタ

に磯川したのはt叶界でも納めてである‥

GTOサイリスタは,従来のサイリスタに比べてスイッチ

ング作用を行なう川路構成がトランジスタ並ふに簡単で,_什

つ トランシスタよりも′正力制御効率が良く人容量パワ【を

?音域に拭えるという杵去をもっており,DC/DCコンバータ,

スイッチング レキュレータ,自動中洞点火回路,テレビ偏l｢}J

rl小舟など,/卜子安Jユニい分野にわたって適川が予想される｡

汎用ゲート ターン オフサイリスタ(GTO)仕様

定格
形式 GSOl GSO3

順 阻 止 電 圧(∨) 600 し500

直 う充 順 電 流(A) 10.0 8.0

順 方向電圧降下(∨) ≦2.5 ≦3.0

ゲートターンオフ電三充(A) 2.0 2.0

ターンオフタイム(〟S) ≦l.0 ≦l.0
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5.4 集積【司路

MO S LSlレイアウト設計システム
"LILAC3”

∴LSIは年々集横凌が増加し,設計も椎々の方式がi比布Lて
複雑になっている｡LSlの開発‾｢稚ではレイアウト設計が人

きな部分を占めているが,その期f別知縦を｢柑勺として従来の

セルとメモリ的な機能,例えばROMやPLA(Programable

Logic Array)の混在するLSIに適憎し柑るレイアウト設計

システム山LILAC3､'を開発した｡

このシステムは-論押紙線情報を人ブJとLて与えると,素J′･

(セル)の配置､配線をrl車帥勺に行ない,レイア｢7卜同を川プJ

する｡従来,八千で400L肘悶を二要した1,000ゲMド規校のL SI

設1汁が,▲`LILAC3''でばi迂十暮汁算機の処用紙帥司約30分,Ⅹ-Y

フし1ロッタによる阿1r巾11力約31l一郎～】､これを条件を変えて3～

4回づミ行して了ミレJれる⊂,最終的な珂両とするには∴-LILAC‥

に.上るrl-リブ】､ヌ=巾に周辺回路などを人間が一丁で加えて完成させ

る｡

"LILAC3”の特長は,セル方式のLSI設計法によるレイ

アウト パタ【ンの日動発生ができるほか,(1)ROMやPLA

などを含むLSIにも適用できる｡(2)2,000ゲーート規校のLSI

まで取I)扱える,(3)ニれまで内郷とされていた縦線中100%と

なる配線アルゴり ズムを開発し,配線設i汁が1こ仝にⅠ_′1劇化さ

れている,(4拍動設計では稚Lい､きめの細かいレイアウト

処理は､八手指示を入力とLて半日軌帽止機能をイ軒一ノーてでき

る,などである｡

電子式卓上計算機用シリコンゲート,E/D

標準MO S LSlシリーズ

縦形レシオレスROM構造を伺いたProgramable Logic

Array(PLA)方式を採用L,周辺匝Ⅰ路を内蔵Lた完今1チ

ップ電イ･Jし卓上計算機用標準MOS LSIシり一ズを開発した｡

主な特長を次に述べる｡

(1)顧客要求仕様は,主

ROMの書摸えで実現す

る｡(2)新形ROM設計に

より,ビット帽止は1校

のマスク変更で実現する｡ 感
(3)周辺回路(CPG,オー

ミ巌､
去孟去と孟冨芸;若戸慧完済
蔵によI),システム構成

の簡素化を図った｡(4)低

消環1電力化を図った(つ

標準LSlイ土様

藤､

HD36290 チップ

シリーズ

項目

H[〕36280,290

シリーズ
HD36260シリーズ HD36引0シリーズ

け た 数 8けた＋記号 8けたト記号 12けた＋記号＋シンボル

表 示 ロ■g■trO=/LCD/LED D■91trOnノ′LED Prlnter

メ モ リ 養女 0 l l

演 算 仕 様

4則,%,ノ‾‾
結果浮動

4則,%‥′↑レ′x,打
アドモ【ド,5/4

結果浮軌指定

左に同じ

SILパッケージパワーICのシリーズイヒ

雷撃川レヾワーICとして臼+7二製作所では0.5W～8W=力ま

で既に這耗Lて才一il)､すべてその外形はデュアル インライン

形であるが,′/卜帆 シングル インライン(SIL)外形のバッ

ケ【ジを開発L,品椎系列の充実を図/ノた｡

二のバッケMジは熟眠杭が′トさく,放熱板が収り付けやす

いヰ溝j立となっており,プリント兆枇への抑人もデュアル イン

ライン外形パ､ソケージに比べて古銭で実装面楷も少なくて柄

むという特i一主をもっている(図)｡

粍に製さi㌫◆1としては,

HA1339,HA1342 Pout=5.5W(月ム=4n),Glノ′=55dIi､

THD=0.3%

HA1343:Pout=6W(月上=8n),G-ノ=40dB,THD=0.15%

HA1345:Pout二8W(‾月エ=8rユ),Gレ=46.6dB,THD=0.2%

の4.r綿毛がカーステレオ及び･一般ステレオ川とLてF謂発され

ている._､

SルパッケージHAI339

C D-4,システム用リニアIC H A1333,

H A1334

近年､ 世代を杓うシステムとして椎々の4チ

ヤネルノブJじがヲ芭表されているが,その･-プチJじであるCD-4シ

ステム捕モノりシック リニアIC(HA1333,HA1334)を開

発Lたく､HA1333は得一洞用,HA1334はANRS椚であるが,

二れに′〔=E仁t芦別御形の可愛紙杭素J'一として,HD3233P(耽開発

柄みMOS IC‾)を組Lみナナわせることにより,CD-4役調器を

構成することができる｡,次にシステムの特長を述べると,C

D-4才能i澗昔話で従来難∴〔‡とされていた差イ言号〔(i打方イご言号)一(接

ノ∫イ‾ii一弓一)〕グ)S/Nが新開写己の相調器により大帖に改善され(S/N

=60dI∋/1.3kHz･dev),2チャネル レコード仲′巨時と聴感

1-_同ろ苧の一汗門でCD-4レコード再′トが吋能であるハ 如にCD-4

レコードヤヰ′卜日てfに発_′卜する異端詐対策,及び2チャネル レコー

ド再生時のミューティ ング(CD-4インジケータ)の誤軌作対

‾策がなされており,ノ左1主なCD-4 レコード再生ができる､｢

このIC化CD-4イ簸銅器は,

単体半導体素子による基板に比

べて部品点数が大幅にイ氏減(30

%)し,裁板が小形化するだけで

なく,コスト低減(20%山上)を

可能にする｡

HA1334チップ
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カラーテレビタロマ回路用1チップIC

H Al178の開発

グロマ回路は帯域増幅,色同異机 及び色子k調の機能をもち,

従来3佃グ)ICで構成されていたが,LllJ路設.汁の′㌻坪化を周

り,ICとして十分のコスト′ヾ【フォマンスを糾すためにク

ロマ回路の1チ･ノブIC HAl178の開発を行なった.｡

HAl178は,けi+用途の既開ヲ己一丁占HAl153に比へこ,カラキラー

特作の改良IC内木け丁エー‾】二i歩の低減,及び子息度安見三度の｢rり_Lな

ど惟能の向卜を阿ったものである｡

HAl178の概二安を次に述べるし〕

(1)外形:デュアル インライン プラスチック28ピン

(2)集楠素-‾r▲数:272胴

(3)消費電力:500mWtyp.

クロマ匝ほ各用IC

HAl178のペレット

最新のプロセス技術による高速EC+ロジック

系列H D-10000シリーズ

汎用性のある高速ロジック築柿回路として,速度電力相が

50PJ(内部ゲ【トは22.5PJ)の性能をもつHDlOOOOシリー

ズのF;臼発,品種化に成功Lたr+二のシり一ズは,現在其本OR/

NORゲートからランダム アクセスメモリ,アリソメティ
ック

エニット ロジックのLSI圭でを含み,う宅イーこ汁算機をはじめ

とする情事抜処理装置の広範脚な.テ蔽押を実+見させることができ

る(､柑長としては,(1)高速(2ns/ゲート内部ゲ】卜1.5ns/ゲ

ート),(2)低消費屯力(25mW/ゲート内部ゲート15mW/ゲー

ト),(3)i‾訓告頼性(30FIT以下),(4)世糾1勺なEmitter Coupl-

ed Logic(ECL)フ7>ミリ とカニ枚′lTl三をもっている標準.1ノーなど

があり,二れらは鞍新の砧通覧碍回路技術を本格的に採用し

て実現することができた｡ウォリシュト エミッタ技術､浅し､

拡散技術,微細ホトレノスト技術,及び多層配線技術が確立

L,表に示す製一冒-を量産化しているr)

表 HD10000シリーズ製品一覧

機 能 名 使 能 名

〉

1=Dl=l,=D川川2,HD冊D4
OR/NOR,HD10IO5,HD101D6,HD10107

AND/NAN[)HD柑柑9.HD10110,HD10111

Gates!:呂:3:去7'HD■0=…柑``9
J

RecleVer(HDtOl16

Transl∂tOrSIHD柑124.HD10125

1

_J

DataSelect(〕rS/

Mul叫〕lexe｢s

Decode｢s

HD】O132,HD10134.

HD10柑4,HD10174

H[〕1016l,HD1016Z

E-1COde｢S【ワ_D仰65
Counte｢s rHD10i36
Pa｢】ty Checke｢ HD10】60

Adderand

A｢lthmetlC

Funct10nS

HD10179,HD10180.

HD=〕18l
1

l‾‾‾百D!馴45,H己福148

FLIPF10P

Latc｢1eS

HD1013l,HD10135,

HD10130.HD10133,HD10175
l
L

Memo｢ys
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4,096ビットNtMO Sメモリ

克之近のMOSメモリの開発は著Lく,従来のPチャネルMOS

に代わ/1てNチャネルMOS技術を使用L,よ-)高速化,高集

相性化がなされ,電子計算機の主メモリとしてクローズアッ

プきれてきている｡このような情勢のもとにプロセスとして

Siゲ【トNチャネルMOS技術を用い,4,096ビット(4,096ワー

ド×1ビット)のメモリを超高性能開発技術研究組合と共同し

て開ヲ邑した｢-.このメモリは1端子のMOSレベル入力を除き,

すべてTransistor-Transistor Logic(TTL)レベルの入力

と3肺のTTLレベルの出力であり,使いやすさが考庫こされ

ている｡また,コアに比べ消費電力が′トさく,L SI特有の

バ‥ノチ処理が可能なことから/ト後のコスト低下も見込まれ,

上メモリ として姑も有望なメモリの一つである〔)
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4′096ビットN-MOSメモリ(HM4503)

電子已寺計用事日補形 MO S JSl

竜一‾r→略言汁には指針式､ディジタル式の2種類あるが,特に

腕峠≠汁においては′ト容量電池を用いるためイ氏電圧駆動,低消

費電力のICが要求される｡これを実現するため相補形MOS

(C MOS)構造のIC技術をl凋発した｡製造技イ伯としては,

MOSのしきい値乍E圧を精密に制御することがキーポイントと

なり,シリコン ゲートMOS技術,イオン打込み技術を用し､

て解決している〔)更に回路的には抵抗を内蔵することなどに

より部品点数を減らすとともに,IC消費電力も指針式の場

合5/∠W以一卜に抑えることに成功し,製品化されている｡一方,

ディジタル式についても,液晶表示素-一千を1百接駆動するC MOS

LSIを開発した｡このLSIは､液晶を駆動するために高耐圧

化されているのが特長である｡
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ディジタル式時計用CMOS LS】のチップ(HD4205)




